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補正予算決定 一般質問 ま
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こ
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・
議
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す
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決
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低
所
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額
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６
８
７
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円
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補
正
予
算
を
可
決

9月 6月
定例会

12月 3月

早くついたお餅食べたいよ～早くついたお餅食べたいよ～
☆日明保育園でもちつき☆日明保育園でもちつき



　

事　 業　 名 補　正　額
退職手当組合負担金 ▲2,968万8千円
国民健康保険費特別会計繰出 ▲137万3千円
介護保険特別会計繰出金 ▲229万5千円
公共下水道事業特別会計繰出金 ▲35万8千円

補 正 予 算

◇ 令和５年度低所得世帯価格高騰支援給付金事業
（追加給付分）　

 １億916万３千円（全額国庫支出金）
　物価高騰の負担感が大きい低所得世帯（住民税
非課税世帯等）に対し、生活・暮らしの支援を行
う観点から１世帯あたり７万円を給付する。

◇施設維持管理費 599万円
・施設内訳

◇人事院勧告に伴う給料・手当・共済費の増額補正
 3,579万4千円（全額一般財源）
・内訳

重点支援地方交付金事業

燃料費・電気料高騰に伴う施設維持管理費

人件費補正

減額補正・財源更正

◇ “エエ町江差”みんなの商品券事業（第二弾）
 4,109万円（国庫支出金・一般財源）
　物価高騰の影響を受ける江差町に住民登録され
ている課税世帯に対し、「“エエ町江差”みんなの
商品券」を１人あたり７千円分配布する。

◇退職手当組合負担金の減額補正
 ▲3,371万4千円（全額一般財源）
・内訳

低所得世帯価格高騰支援給付金事業など一般会計低所得世帯価格高騰支援給付金事業など一般会計
総額１億6,878万２千円の補正予算を可決総額１億6,878万２千円の補正予算を可決

◎一般会計

12月定例会12月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

事　 業　 名 補　正　額
役場庁舎管理 40万円
在宅型総合福祉施設（まるやま）管理 190万2千円

事　 業　 名 補　正　額
職員人件費等 1,441万1千円
会計年度任用職員人件費等 1,629万円
国民健康保険費特別会計繰出金 ▲181万3千円
介護保険特別会計繰出金 173万1千円
公共下水道事業特別会計繰出金 17万4千円
行政組合分担金（常備消防費） 500万1千円

事　 業　 名 補　正　額 補 正 財 源
交通安全指導兼災害対応公用車購入 ▲43万2千円 全額一般財源
石川県珠洲市交流事業 ▲73万2千円 全額一般財源
戸籍システム・住基システム改修（法改正対応） 財源更正 一般財源から国庫支出金へ
北海道知事・北海道議会議員選挙 ▲161万3千円 全額道支出金
江差町議会議員選挙 ▲862万9千円 全額一般財源
子どもの未来応援事業 ▲200万円 全額その他特定財源
厚沢部町簡易水道施設更新事業負担金 ▲34万4千円 全額一般財源
母子保健（定期予防接種） ▲149万3千円 全額一般財源
産業資金貸付 ▲600万円 全額その他特定財源
公共下水道事業特別会計繰出金 ▲683万円 全額一般財源

事　 業　 名 補　正　額
小学校管理 285万6千円
中学校管理 83万2千円
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◇公用車管理（福祉バス修繕）
 40万1千円（全額一般財源）
　福祉バスのエアコン故障に係る修理費。
◇江差町企業版ふるさと納税地方創生基金積立
 50万円（全額一般財源）
◇生活交通路線等維持費補助
 1,771万4千円（全額一般財源）
　生活交通路線の運行経費について、函館バス株
式会社へ赤字分を補助するもの。
◇令和4年度障害者自立支援給付費国庫負担金返還
 405万1千円（全額一般財源）
◇令和4年度障害児入所給付費等国庫負担金返還
 30万6千円（全額一般財源）
◇ マイナンバーカード振り仮名及びローマ字表記

対応システム改修
 298万7千円（全額国庫支出金）
　マイナンバーカードに氏名のローマ字標記を行
うため、町の住民記録システム等を改修するもの。

◇ 人事院勧告に伴う人件費及び退職手当組合負担
金の減額補正

 ▲318万6千円（その他特定財源・一般財源）

◇ 人事院勧告に伴う人件費及び退職手当組合負担
金の減額補正 ▲56万4千円（その他特定財源）

◇令和5年度介護報酬改定等に伴うシステム改修
 224万3千円（その他特定財源）

◇ 人事院勧告に伴う人件費及び退職手当組合負担
金の減額補正

 ▲18万4千円（その他特定財源）

◇消費税還付に伴う一般会計繰出
 196万6千円（その他特定財源）
◇一般管理費・公共下水道施設費減額補正
 ▲1,274万円（国庫支出金他）

一　般　事　業
◇介護保険特別会計繰出金
 224万3千円（全額一般財源）
◇ 第3期子ども・子育て支援事業計画策定に関す

る生活実態調査
 170万5千円（全額一般財源）
　次期計画の基礎となる調査を実施し、各家庭や地
域の現状と課題を分析するための委託業務を実施。
◇不妊治療助成拡大事業
 25万円（道支出金・一般財源）
　医療保険適用外の先進治療を助成対象とするも
の。治療１回につき５万円を限度に支給する。
◇公営住宅維持管理
 57万8千円（全額一般財源）
◇小学校用指導用教科書購入
 679万7千円（全額一般財源）
◇生涯スポーツ推進（スポーツ少年団補助）
 100万円（全額その他特定財源）

■国民健康保険費特別会計 ■介護保険特別会計

■公共下水道事業特別会計

そ の 他
Ⅰ人事院勧告に伴うもの
　◇江差町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　◇江差町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
　◇江差町職員の給与に関する条例の一部改正
　◇江差町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
Ⅱ江差町公共下水道事業が公営企業会計へ移行することに伴うもの
　◇江差町公営企業の設置等に関する条例の制定
　◇江差町公営企業職員の給与に関する条例の制定
　◇江差町公共下水道事業特別会計条例を廃止する条例
Ⅲ国民健康保険税に係る産前産後期間の免除制度新設に伴うもの
　◇江差町国民健康保険税条例の一部改正

◇定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結
　函館市と江差町との間で締結した協定について、連携する取り組みを追加するもの。
◇工事請負契約の締結（予定価格５千万円以上の工事の請負契約）
　契約の目的：令和４年度（繰越） 町道五厘沢山崎線道路改良工事　　契約の金額：52,316,000 円
　契約の相手方：株式会社 田畑建設　代表取締役 田 畑 昌 伸

◎条例改正

◎その他

◎特別会計
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億
円
の
使
い
方
を
チ
ェッ
ク

億
円
の
使
い
方
を
チ
ェッ
ク

議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成

会　　計　　名 歳　　入  歳　　出
一 般 会 計 ６３億６，６６８万円 ６０億９，９３４万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 費 ７億７，９１６万円 ７億７，７１４万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億２，８５８万円 １億２，７４４万円
介 護 保 険（ 保 険 事 業 ） １２億３，９６５万円 １１億５，６０８万円
介護保険（介護サービス事業） ２２４万円 ２２４万円
公 共 下 水 道 事 業 ４億５，１５６万円 ４億５，１５６万円
公設地方卸売市場事業 ８０７万円 ８０７万円
港 湾 整 備 事 業 ５８７万円 ２９１万円
奨 学 金 ４８１万円 ４８０万円

水 道 事 業 会 計 収益合計　４億９，２７２万円 費用合計　３億４，３１７万円
合 計 ９４億７，９３４万円 ８９億７，２７５万円

まちのふところ具合はまちのふところ具合は
　令和４年度江差町各会計決算審査特別委員会（塚本　眞委員長）は、８月 23
日の委員会設置から 10 月 12 日までに３日間、委員会を開催した。令和４年度
各会計の歳入歳出全般に係る執行状況について、各課から説明を受け、町政の発
展と町民福祉の向上に資する的確な執行について慎重かつ詳細に審査しました。

9494
令和４年度

決　算

職員の人員不足について

みらい機構の今後について

町営住宅老朽化に係る対応について

問　課・係や業務量によって人員の偏りが見られ、
職員の適正的配置・職員人員不足をもう少し配慮
するべきと考えるが。

答　令和４年度当町の定員適正化計画における職員
定員は、令和３年度と比較して１名増員の103人
となっている。

　　令和６年度からは檜山町村会単独で採用試験を
実施するほか、年度途中の退職等へ対応するため、
町独自の採用試験により人員補充を図るなど、職
員の確保に努める。 問　みらい機構の主要スタッフが毎年退職し入替わ

りする状況は、民間会社であれば考えられない。
　　この間の論議・検討は。主要観光や街づくりの

ため、抜本的な経営見直しが必要と考えるが。
答　江差観光みらい機構は当町の観光振興施策を進

める上では必要な組織だと考えている。
　　しかし、令和４年度中は職員の退職や長期休職

で、組織体制含め思うような活動を展開できず、
体制を立て直す上で、町より職員を派遣した。

　　今後は、自立自走化に向けて、スタッフ及び代
表理事は民間出身の経営感覚を持った方が相応し
いと考えている。

　　観光ＤＭＯ組織として、しっかりと体制基盤を
構築し、将来の在り方について検討を重ねていく。

問　誰も住んでいない古い町営住宅は、街の景観を
阻害している。長寿命化計画もわかるが、出来る
だけ早期に取り壊しする必要性があると考えるが。

答　町の管理する公共施設を取り巻く環境は、確保
すべき品質や行政サービスを持続的に提供するた
めに、適正な状態の維持に努める必要がある。

　　公営住宅長寿命化計画において、用途廃止と判
定された町営住宅は、財政状況をふまえつつ、掲
げられたスケジュールでの取り壊しに向けて適切
に対応していくよう努めていく。

総 括 質 疑 決算特別委員会において、町長に対し総括して質疑した内容を掲載します。

高齢福祉バス（20人乗り）の老朽化について
問　高齢福祉バスの経年劣化は明らかであり、安全

性等も危惧される。早めの更新に向けた動きを取
るべきと考えるが。

答　20人乗りバスや40人乗りバス、更には町教育委
員会所管の40人乗りバスを含め、所有するバスの
台数等について早期に協議をし、補助活用等含め
た予算化を進めるための検討をする。
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【
報
告
内
容
】

　

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
な
お
、
次
の
点
に
つ
い
て
意

見
、
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

◆
役
場
職
員
の
補
充
と
各
課
へ

の
適
正
配
置
に
つ
い
て

　
役
場
内
各
課
の
業
務
量
に
対

し
、
職
員
の
配
置
に
偏
り
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
特
に
最
近
で
は
、
長
期
の
病

気
休
暇
や
早
期
退
職
者
な
ど
の

欠
員
に
対
す
る
補
充
が
追
い
付

い
て
お
ら
ず
、
人
事
異
動
等
に

よ
り
一
時
的
な
対
応
は
行
っ
て

い
る
が
、
減
員
と
な
っ
た
部
署

は
、
そ
の
分
の
負
担
が
増
し
て

い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　
定
員
適
正
化
計
画
は
理
解
す

る
が
、
職
員
の
早
期
採
用
に
つ

い
て
検
討
を
要
し
、
速
や
か
な

職
員
体
制
の
整
備
や
適
正
な
配

置
が
必
要
で
あ
る
。

◆
町
営
住
宅
の
老
朽
化
に
係
る

対
応
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
が
点

在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
街
の

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、
町
は
民
間
へ
の

空
き
家
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
町
有
施
設
が
こ
の
よ
う
な

状
態
で
は
、
町
民
等
に
対
し
示

が
つ
か
な
い
状
況
に
成
り
得
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
や

財
政
事
情
に
は
一
定
の
理
解
は

出
来
る
が
、
計
画
の
見
直
し
や

前
倒
し
も
視
野
に
、
老
朽
化
住

宅
を
速
や
か
に
解
体
す
る
よ
う

な
対
応
を
検
討
願
い
た
い
。

◆
高
齢
者
福
祉
バ
ス
（
20
人
乗

り
）
の
老
朽
化
に
つ
い
て

　
町
民
か
ら
の
需
要
が
多
い
高

齢
者
福
祉
バ
ス
が
、
老
朽
化
に

よ
り
運
行
が
ま
ま
な
ら
な
い
状

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

現
地
調
査

態
に
あ
り
、
安
全
性
等
が
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
。
ま
た
他
に
有

し
て
い
る
２
台
の
バ
ス
に
お
い

て
も
、
購
入
時
か
ら
相
当
の
年

数
が
経
過
し
て
い
る
。

　
所
有
す
る
バ
ス
の
台
数
や
乗

車
人
数
、
利
用
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
在
り
方
を
早
期
に
協

議
し
、
予
算
化
を
進
め
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
の
で
、
運
行
に

支
障
を
来
た
す
事
が
無
い
よ
う

速
や
か
な
対
応
を
願
う
。

◆
北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機

構
の
今
後
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
、
観
光
振
興
を
軸

に
地
域
活
性
化
の
た
め
設
立
さ

れ
、
翌
年
よ
り
本
格
稼
働
し
た

北
海
道
江
差
観
光
み
ら
い
機
構

に
つ
い
て
、
こ
の
間
、
町
と
し

て
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
お

り
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
独
り

歩
き
出
来
る
状
況
で
は
な
く
、

近
年
は
主
要
な
ス
タ
ッ
フ
の
体

調
不
良
や
退
職
等
に
よ
り
、
組

織
と
し
て
思
う
よ
う
な
活
動
が

展
開
出
来
て
お
ら
ず
、
由
々
し

き
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
み
ら
い
機
構
の
将
来
的
な
在

り
方
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
経
営
感
覚
を
有

し
た
人
材
の
確
保
や
不
足
し
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
補
充
に
つ
い

て
、
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

令 和 ４ 年 度令 和 ４ 年 度   決 算 を 認 定決 算 を 認 定
　
第
４
回
定
例
会
で
、
塚
本
委
員
長
が
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
お
け
る
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

塚本　眞　委員長

　
決
算
年
度
に
関
連
の
あ
る
事
業
等
の
現
状
確
認
を
す
る
た

め
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
修
繕
（
南
が

丘
）、
南
が
丘
小
学
校
遊
具
等
改
修
（
南
が
丘
）、
円
山
第
３

団
地
解
体
・
除
去
（
町
営
住
宅
長
寿
命
化
対
策
）（
円
山
）
を

視
察
。
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◆総括的事項（抜粋）
＜地域の現状＞
・人口減少に比例して高齢化率も上昇傾向にあり、過疎化の進行は継

続している。加えて、第一次産業や関連する商工業経済の停滞な
ど、本町を取り巻く環境は一層厳しさを増している。

＜財政運営＞
・経常収支比率が微増しており、自由に使える財源が少なく、公債費

負担比率も若干ながら減少し健全財政の警戒ラインを下回ったが、
一般財源の公債費への割合が高く、未だ財政が硬直化している。

・将来における町税収入等の減少や地方交付税等の減額、それによる
基金の取り崩しなど、様々な状況を見極めながら、これまで同様、
計画的な運営が必要。

◆事務事業の執行（抜粋）
＜未収金対策＞
・町税、各種保険料、貸付金、使用料など前年度と比較して減少して

いるが、総額では未だ８千万を超える未収金があり、各法令に基づ
いた滞納処分の取り組みを強化すべきである。

・私債権に分類される住宅使用料や奨学金貸付償還金には、不納欠損
の事務処理が見受けられない。関係法令を確認しつつ、可能なもの
については整理を行う事が必要である。

・町民の公平負担の原則をあらためて認識し、収納体制の確立と滞納
整理に努められたい。

◆むすび
・新型コロナウイルス感染症が２類から５類へ移行となり、行動規制も緩和されたが、ウクライナ情勢、気

候変動や物価の高騰等により、経済の低迷が長期化し、財政運営は厳しさを増すことが予想される。
・歳入確保と経常経費の節減に努め、最小の経費で最大の効果をあげるような取組みを進め、町民生活の充

実・向上に努められたい。

月例出納検査の一幕。
近藤偉喜代表監査委員（手前）と
小梅洋子議会選出監査委員（奥）

　

道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟
連絡会現地研修会
　10月５日木古内町中央公民館を会場に研修会が開催され４名
の議員が出席しました。
　雨天により、現地研修は中止となりましたが、「森林環境贈与
税の状況と活用事例について」の演題について講演されました。

令和５年度　渡島・檜山管内市町議会議員研修会
　10月16日、北斗市総合文化センター かなで～るを会場に、
研修会が行われ、当町から４人の議員が出席しました。
　研修会では、朝日新聞社東京本社　ネットワーク報道本部次
長　水島あずさ氏が「地方議会とハラスメント」、北海道経済
部資源エネルギー局長兼ゼロカーボン推進局風力担当局長　西
岡孝一郎氏が「ゼロカーボン北海道について」の演題で、それ
ぞれ講演されました。

研修会に参加しました！研修会に参加しました！

令和４年度決算に対する監査委員からの審査意見令和４年度決算に対する監査委員からの審査意見

　「監査委員」は、町の財務に関
する事務の執行や経営に係る事業
の管理などが、法令等に従って適
正におこなわれているか、効率的
効果的かどうかという観点から、
議会とは別組織として各種監査や
審査等を行う機関です。
　議会に対し、令和４年度各会計
決算は適正としながらも、何点か
意見が付されました。
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

７７
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　新型コロナウイルスワクチン接種状況について
　　12歳以上対象の集団接種は12月で終了する。
　　11歳以下を対象としたワクチン接種は、北海道立

江差病院小児科での個別接種で対応する。
　　集団接種終了後の接種希望については、医療機関で

の個別接種での対応を予定しており、決定次第、町広
報等で周知する。

２　緊急避難場所及び避難所の指定について
　　９月20日、檜山地域人材開発センター「まなびっ

く」運営協会と協定を締結し、同施設を災害時緊急避
　難場所及び避難所として指定した。

３　滋賀県東近江市との地域連携協定締結について
　　11月27日、照井町長及び萩原議長が東近江市役所

を訪問し、地域連携協定締結式に出席した。
　　今後は、歴史的に繋がった関係をさらに発展させな

がら、有益で継続性のある取り組みを推進していく。
４　北海道檜山沖洋上風力発電事業法定協議会について
　　12月18日、第1回法定協議会が当町で開催される。
　　法定協議会において選定事業者に求める事項や地域

の将来像を取りまとめ、協議会の同意が得られたら、
経産大臣・国交大臣による促進区域の指定となる。

　　洋上風力発電はゼロカーボンに大きく貢献すること
はもとより、産業育成、地域ブランドの向上、地域活
性化に大きく期待を寄せている。

５　寄付採納について
　◇株式会社アイネス�代表取締役社長　安田　敏也　様
　　企業版ふるさと納税（金額は非公表）
　◇株式会社北辰運輸� 代表取締役　矢原　幸康　様
　　現金１００万円
　◇東京江差会� 会長　阿部　秀一　様
　　現金５万円
　　※ 他に11月の東京江差会総会の際、会員より『ふ

るさと応援のための募金』寄付があった。
　◇明治安田生命保険相互会社
� 函館支社長　石桁　健司　様
　　現金５６万６，０００円、サウンドアーチ１台

第 4 回 定 例 会  第 4 回 定 例 会  行 政 報 告
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ル
へ
の
移
転
は
困
難
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル
に
関

し
て
は
、
権
利
関
係
が
複

雑
な
状
況
に
加
え
、
一
部

外
壁
の
崩
落
等
も
見
ら
れ
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
か
ら

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
当
該
所

在
地
は
市
街
地
の
重
要
な

位
置
と
認
識
し
て
お
り
、

旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル
に
関
し

て
北
海
道
と
課
題
の
解
決

に
向
け
て
改
め
て
協
議
を

進
め
、
そ
の
上
で
周
辺
の

用
地
も
含
め
た
有
効
活
用

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

再
国
・
道
の
空
き
建
物

は
、
た
く
さ
ん
江
差
に
あ

る
。
民
間
の
施
設
と
上
手

く
連
携
し
、
他
町
に
出
来

な
い
も
の
を
、
我
々
が
進

め
る
と
い
う
決
意
が
、
行

政
に
無
く
て
ど
う
す
る
か
。

あ
れ
も
こ
れ
も
駄
目
と
聞

い
て
帰
る
だ
け
で
あ
れ
ば

意
味
が
な
い
。
難
局
を
調

整
し
汗
を
か
く
。
失
敗
を

恐
れ
ず
行
動
す
る
。
強
い

姿
勢
が
必
要
と
思
う
が
如

何
か
。

　
第
１
回
定
例
会
で
、
旧

カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル
と
江
差
警

察
署
に
つ
い
て
、
江
差
町

の
中
心
市
街
地
の
重
要
な

位
置
に
あ
り
、
周
辺
の
大

規
模
空
地
を
含
め
て
有
効

活
用
を
図
る
べ
き
と
具
体

な
提
案
を
し
、
前
向
き
な

答
弁
も
頂
い
て
い
る
。

　
定
例
会
以
降
何
か
行
動

し
、
得
た
情
報
が
あ
れ
ば

伺
う
。

町
長
江
差
警
察
署
に
関

し
て
は
、
一
義
的
に
北
海

道
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ

り
、
立
地
場
所
や
老
朽
化

し
た
建
物
な
ど
、
何
ら
か

の
形
で
北
海
道
に
伝
え
た

い
と
答
弁
し
た
。

　
旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ
ル
に
関

し
て
は
、
貸
付
債
権
を
所

管
す
る
北
海
道
の
担
当
を

直
接
訪
れ
、
要
請
及
び
意

見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

　
江
差
警
察
署
は
、
設
計

基
準
強
度
を
満
た
し
て
お

り
、
適
切
な
改
修
工
事
を

行
う
と
20
年
以
上
の
使
用

が
見
込
め
る
と
の
診
断
か

ら
、
次
年
度
以
降
に
改
修

工
事
を
行
う
見
通
し
。　

　
よ
っ
て
旧
カ
ネ
マ
ツ
ビ

問　
中
心
市
街
地
有
効
活
用
提
案
に
関
し
進
展
は

答　
警
察
署
改
修
工
事
に
よ
り
移
転
は
困
難

さ
れ
た
江
差
特
有
の
歴
史

と
そ
の
背
景
の
魅
力
・
資

源
を
体
験
出
来
る
箇
所
が

少
な
い
と
い
う
再
審
査
の

指
摘
が
あ
り
、
３
年
後
の

認
定
継
続
審
査
に
む
け
、

町
全
体
の
気
運
を
高
め
る

準
備
を
進
め
る
。

再
過
去
の
定
例
会
一
般

質
問
に
お
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
は
江
差
町
の
歴
史

と
特
性
を
生
か
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
必
要
で
あ
る

と
提
案
し
て
い
る
が
、
検

討
さ
れ
た
足
跡
が
見
ら
れ

な
い
。

　
江
差
町
と
地
区
の
歴
史

性
と
日
本
遺
産
の
理
念
に

最
大
限
近
づ
け
る
努
力
と

工
夫
を
し
て
頂
き
た
く
所

見
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
道
の
駅
、
あ
る
い
は
拠

点
施
設
だ
け
の
整
備
に
関

す
る
方
向
性
を
定
め
る
も

の
で
は
な
く
、
民
間
の
方

が
か
も
め
島
や
い
に
し
え

街
道
と
上
手
く
繋
げ
な
が

ら
活
用
し
、
来
客
を
見
込

め
る
施
設
を
作
り
込
ん
で

頂
け
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
こ
の
間
議
会

で
出
さ
れ
た
ご
質
問
も
伝

え
組
み
込
ん
で
い
く
。

日
本
遺
産
認
定
の
町
に
ふ

さ
わ
し
い
事
業
推
進
を

図
っ
て
頂
き
た
い
。

　
日
本
遺
産
と
美
し
い
村

連
合
加
盟
の
意
義
を
し
っ

か
り
再
認
識
さ
れ
、
全
体

構
想
の
中
で
の
事
業
化
を

図
っ
て
頂
き
た
い
と
思
う

の
で
、
所
見
を
求
め
る
。

町
長
整
備
す
る
拠
点
施

設
は
か
も
め
島
と
い
に
し

え
街
道
の
正
に
中
心
で
、

こ
の
２
箇
所
に
日
本
遺
産

の
構
成
文
化
財
が
数
多
く

点
在
し
、
整
備
予
定
施
設

は
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
個

別
に
紹
介
し
、
回
遊
し
て

頂
く
た
め
の
拠
点
施
設
で

あ
る
。

　
施
設
整
備
の
効
果
を
高

め
る
た
め
、
例
え
ば
い
に

し
え
街
道
の
菓
子
店
と

タ
ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
ス

イ
ー
ツ
バ
ル
の
拠
点
設
け

る
と
い
っ
た
、
施
設
と
ソ

フ
ト
事
業
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

　
観
光
客
が
江
差
を
旅
す

る
際
に
、
日
本
遺
産
認
定

　
北
の
江
の
島
拠
点
施
設

は
、
か
も
め
島
周
辺
の
地

区
の
中
心
に
建
設
さ
れ
、

歴
史
性
、
日
本
遺
産
と
の

関
連
性
を
要
す
る
施
設
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地

域
全
体
構
想
が
あ
れ
ば
、

日
本
遺
産
と
の
戦
略
的
取

組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
歴
史
性
豊
富
な
地
区
で

の
先
駆
的
な
拠
点
施
設
は
、

単
に
商
業
、
ト
イ
レ
、
休

憩
、
子
ど
も
関
連
、
道
路

情
報
な
ど
の
機
能
の
み
で

は
な
い
複
合
機
能
と
、
江

差
町
固
有
の
歴
史
性
と
機

能
、
空
間
の
創
出
が
な
け

れ
ば
、
か
も
め
島
周
辺
に

あ
え
て
第
２
の
道
の
駅
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

問　
拠
点
施
設
に
歴
史
性
を
ど
う
生
か
す
か

答　
日
本
遺
産・文
化
財
の
魅
力
を
個
別
に
紹
介

江差警察署の外観

室井　正行議員

自
由
民
主
党

議
員

室む
ろ
い井

　
正ま

さ
ゆ
き行

副
町
長
３
月
議
会
を
受

け
、
４
月
の
中
旬
に
行
動

を
起
こ
し
た
。
そ
の
時
点

で
は
、
警
察
署
を
何
と
か

持
っ
て
来
た
い
と
い
う
想

い
で
い
た
が
、
債
務
債
権

を
解
決
し
な
い
限
り
前
に

進
ま
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。

　
も
う
一
度
道
の
担
当
の

方
と
直
に
対
面
し
交
渉
し

て
い
き
た
い
。

再
再
外
壁
が
落
ち
通
行

人
が
怪
我
を
し
た
場
合
、

裁
判
の
判
例
上
、
誰
が
責

任
を
負
う
の
か
。
要
望
が

あ
っ
た
の
に
対
応
し
な

か
っ
た
場
合
、
誰
の
責
任

で
負
う
の
か
。

総
務
課
長
基
本
的
に
は

空
き
家
管
理
は
、
所
有
者

が
管
理
す
べ
き
も
の
と
い

う
認
識
を
も
っ
て
い
る
。

　
所
有
者
が
手
立
て
出
来

な
い
場
合
、
行
政
の
関
わ

り
が
出
て
く
る
と
認
識
。
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今
回
の
人
材
バ
ン
ク
に

つ
い
て
は
そ
の
第
１
歩
と

考
え
て
宜
し
い
か
。
な
お
、

今
回
の
チ
ラ
シ
は
、
町
民

へ
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
感
じ
た
。

　
試
行
段
階
と
の
こ
と
だ

が
、
組
織
が
有
効
な
の
か

も
含
め
て
前
向
き
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
で
よ
い

か
伺
う
。

い
う
ご
意
見
も
含
め
て
、

人
材
活
用
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
絞
り
込
み
や
、
活
用
策

の
検
討
を
進
め
る
。
具
体

的
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
業
務
の
柱
に

な
る
と
思
っ
て
お
り
、
活

用
策
や
組
織
化
の
必
要
性

な
ど
含
め
て
検
討
を
加
え

た
い
。

さ
れ
る
上
で
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
、
一
般
的
に
は
、

配
慮
書
、
手
続
き
、
そ
の

あ
と
の
方
法
書
と
準
備
書
、

第
２
段
階
、
第
３
段
階
に

お
い
て
、
市
町
村
の
意
見

を
求
め
る
と
い
う
関
わ
り

が
あ
る
。

活
動
を
推
進
す
る
。

再
初
当
選
の
翌
３
月
議

会
の
一
般
質
問
で
、
町
民

の
人
材
活
用
に
お
い
て
、

有
資
格
者
や
特
殊
能
力
を

持
つ
者
の
把
握
の
た
め
に
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
必
要

で
は
な
い
か
と
問
い
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
は
じ

め
、
ど
の
よ
う
な
人
材
活

用
が
有
効
な
の
か
を
検
討

す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
実
施
す
る
内
容

は
、
求
人
希
望
者
と
、
特

技
や
経
験
を
活
か
し
た
い

方
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用

し
、
回
答
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
人
材
バ
ン

ク
の
取
組
み
に
つ
い
て
関

心
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

し
た
試
行
段
階
で
あ
り
、

町
の
管
理
は
考
え
て
い
な

い
。

　

２
つ
目
に
つ
い
て
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
質
問
に
有

償
、
無
償
を
選
ぶ
項
目
を

策
定
し
て
い
る
。
内
容
と

し
て
は
意
向
に
関
す
る
調

査
で
あ
り
、
町
は
金
額
調

整
に
関
わ
っ
て
い
な
い
。

　

３
つ
目
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
が
11
月
末
時
点

で
登
録
者
が
０
人
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
周
知
方
法

も
含
め
た
取
組
み
方
法
の

再
検
討
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
人
材
活
用
は
高
齢

化
に
伴
う
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
も
必
要
な

取
組
み
。
事
業
の
浸
透
を

図
る
た
め
、
住
民
主
体
の

　
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、
11
月

30
日
ま
で
の
人
材
バ
ン
ク

が
試
行
さ
れ
た
。
町
内
の

人
材
活
用
と
い
う
意
味
で

意
義
あ
る
取
り
組
み
だ
と

思
う
。
以
下
３
つ
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

　

１
点
目
、
登
録
者
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、

町
で
管
理
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
宜
し
い
か
。

　
２
点
目
、
マ
ッ
チ
ン
グ

の
有
償
の
場
合
、
金
額
調

整
ま
で
町
が
関
わ
る
の
か
。

　
３
点
目
、
試
行
後
の
予

定
は
。

町
長
１
点
目
の
人
材
バ

ン
ク
登
録
者
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
の
管
理
に
つ
い

て
、
ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー

副
町
長
有
資
格
者
な
ど

を
双
方
合
意
の
中
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
も
一
役
買

う
取
組
み
と
し
て
の
人
材

活
用
と
記
憶
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
人
材
活
用
策

が
有
効
か
、
検
討
す
る
と

い
う
内
容
を
教
育
委
員
会

で
答
弁
し
て
い
た
。

　
こ
の
度
の
町
民
周
知
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
意
図

が
少
し
わ
か
り
づ
ら
い
と

１
回
検
討
協
議
会
と
同
様
、

町
民
限
定
で
の
公
開
方
式

で
開
催
す
る
。
検
討
協
議

会
は
、
第
２
回
目
が
12
月

27
日
、
第
３
回
目
の
時
期

及
び
場
所
は
、
詳
細
が
決

定
次
第
、
町
広
報
紙
で
周

知
す
る
。

　
議
会
へ
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
第
３
回
目
の
検
討

協
議
会
の
前
に
、
議
員
の

皆
様
へ
説
明
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

再
調
整
エ
リ
ア
位
置
の

最
終
決
定
ま
で
に
、
関
係

機
関
と
の
調
整
と
の
話
が

あ
っ
た
が
、
町
自
体
は
関

わ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
基
本
的
に
町

が
何
ら
か
の
許
認
可
を
す

る
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
関

与
は
想
定
さ
れ
る
。
加
え

て
大
規
模
な
事
業
が
展
開

問　
人
材
バ
ン
ク
の
今
後
の
取
り
組
み
は

答　
現
在
試
行
の
段
階
で
今
後
検
討

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑　

太た
ろ
う郎

第１回ゾーニング協議会の様子

施
設
の
立
地
に
あ
た
っ
て

は
、
自
然
や
社
会
環
境
へ

配
慮
す
べ
き
事
項
が
含
ま

れ
、
事
業
者
が
国
及
び
北

海
道
、
町
等
の
地
方
公
共

団
体
や
関
係
機
関
等
が
そ

れ
ぞ
れ
定
め
る
設
置
許
認

可
等
の
許
可
基
準
や
審
査

手
続
き
を
経
て
、
予
め
事

業
の
計
画
段
階
か
ら
、
社

会
、
自
然
環
境
へ
の
著
し

い
影
響
が
生
じ
ぬ
よ
う
、

計
画
を
調
整
し
事
業
が
推

進
さ
れ
る
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
、
協

議
会
の
陸
上
洋
上
の
各
部

会
に
つ
い
て
は
、
非
公
開

で
２
回
開
催
し
た
が
、
今

後
の
検
討
協
議
会
は
、
第

　
再
エ
ネ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
、
現
在
２
月
作
成

目
標
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
検
討

協
議
会
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
以
下
、
質
問
す
る
。

　
１
点
目
、
調
整
エ
リ
ア

が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
、

い
つ
、
誰
が
誰
と
調
整
し

て
、
最
終
的
な
設
置
が
決

定
さ
れ
る
の
か
。

　
２
点
目
、
今
後
検
討
協

議
会
は
公
開
す
る
の
か
。

１
回
目
を
傍
聴
し
た
が
、

２
回
目
以
降
は
如
何
か
。

　
最
後
に
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

決
定
前
に
議
会
へ
の
説
明

は
あ
る
の
か
。

町
長
１
点
目
の
調
整
エ

リ
ア
に
つ
い
て
、
再
エ
ネ

問　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
検
討
協
議
会
の
公
開
は

答　
町
民
限
定
で
の
公
開
方
式
で
開
催

出﨑　太郎議員
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町
長
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

つ
い
て
は
、
一
般
の
運
転

手
が
自
家
用
車
を
用
い
て
、

有
償
で
他
者
を
運
送
す
る

こ
と
を
指
し
、
関
係
法
令

に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

白
タ
ク
行
為
に
該
当
す
る
。

国
内
で
は
現
時
点
に
お
い

て
、
公
共
交
通
機
関
が
手

薄
な
過
疎
地
な
ど
で
、
例

外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制

度
を
除
く
と
、
違
法
行
為

と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
新
た
な
移
動
手

段
の
確
保
に
向
け
た
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
現
在

政
府
に
お
い
て
、
導
入
に

向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
地
域
公

共
交
通
の
確
保
維
持
に
向

け
て
、
深
刻
化
し
て
い
る

運
転
手
不
足
に
対
す
る
何

ら
か
の
対
応
策
が
必
要
な

　
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

の
た
め
、
既
存
の
公
共
交

通
を
補
完
す
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
江
差
マ
ー
ス

実
証
実
験
を
実
施
し
て
い

る
。
高
齢
者
で
運
転
免
許

の
返
納
や
交
通
手
段
の
な

い
方
に
は
、
一
定
程
度
有

効
な
も
の
と
理
解
す
る
。

　
一
方
、
国
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
検
討
が
新

聞
等
で
も
賑
わ
し
て
お
り
、

一
般
人
が
自
動
車
に
よ
り

有
料
で
客
を
運
ぶ
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
、
こ
れ
は
過
疎
地

や
、
観
光
地
の
運
転
手
不

足
が
深
刻
な
交
通
分
野
で

は
有
効
と
考
え
る
。

　
直
ぐ
導
入
す
る
と
い
う

こ
と
は
面
倒
と
思
う
が
、

町
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
、
将
来
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
如
何
か
。

問　
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
の
検
討
を

答　
江
差
マ
ー
ス
本
格
運
用
を
最
優
先

中
で
、
保
護
者
か
ら
の
意

見
も
十
分
反
映
し
た
中
で

の
検
討
と
し
て
も
ら
い
た

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長
ま
ず
は
、

標
準
事
業
時
数
の
確
保
、

等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
の

見
解
を
伺
う
。

教
育
長
総
休
業
日
数
延

長
の
背
景
に
は
、
今
夏
の

猛
暑
に
よ
る
こ
と
が
一
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

江
差
町
に
お
い
て
は
、

町
立
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
、
来
年

の
夏
を
目
途
に
鋭
意
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　
夏
場
の
猛
暑
対
策
を
考

慮
し
た
総
休
業
日
数
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
標
準
授

業
時
数
の
確
保
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て

検
討
す
べ
き
事
項
も
あ
り
、

今
後
、
校
長
会
や
管
内
教

育
長
会
議
で
の
協
議
、
ま

た
、
延
長
し
た
場
合
に
お

け
る
学
童
保
育
な
ど
の
受

け
入
れ
な
ど
、
総
合
的
に

勘
案
し
、
検
討
し
て
参
り

た
い
。

再
休
業
数
を
変
更
す
る

場
合
に
、
影
響
を
受
け
る

の
が
、
第
一
義
的
に
は
保

護
者
で
あ
る
。
検
討
す
る

　
道
教
委
で
は
、
道
立
高

校
と
特
別
支
援
学
校
の
夏

休
み
を
延
長
出
来
る
よ
う
、

冬
休
み
と
合
わ
せ
た
総
休

業
日
数
合
計
を
50
日
以
内

か
ら
56
日
以
内
に
延
長
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　
道
教
委
の
決
定
を
受
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

で
は
夏
休
み
と
冬
休
み
の

総
休
業
日
数
を
含
め
た
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
江
差
町
で
は
、
小
中
学

校
で
は
子
供
の
安
全
と
学

習
環
境
の
整
備
に
向
け
、

夏
場
の
猛
暑
対
策
と
し
て
、

全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
教

育
現
場
の
エ
ア
コ
ン
設
置

だ
け
で
な
く
、
猛
暑
対
策

で
、
総
休
業
日
数
の
変
更

も
の
と
認
識
し
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
政
府
に
お
け
る
議

論
の
動
向
を
注
視
す
る
が
、

導
入
に
向
け
て
は
、
大
き

く
二
点
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
す
る
。

　
一
点
目
は
、
安
全
性
の

確
保
に
つ
い
て
。
普
及
済

の
諸
外
国
で
は
、
有
効
な

移
動
手
段
と
し
て
浸
透
す

る
一
方
、
一
部
の
運
転
手

に
よ
る
犯
罪
行
為
等
が
発

生
し
て
お
り
、
運
転
手
に

よ
る
運
行
責
任
の
明
確
化

に
向
け
た
法
整
備
な
ど
、

利
用
者
及
び
運
転
手
双
方

の
安
全
性
確
保
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　
二
点
目
は
、
既
存
の
交

通
事
業
者
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
。
諸
外
国
の
事

例
を
み
る
と
、
自
家
用
車

を
用
い
る
こ
と
で
、
利
用

問　
小
中
学
校
の
総
休
業
日
数
延
長
は

答　
総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本　

　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

料
金
が
タ
ク
シ
ー
よ
り
も

割
安
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
受
け
る
。
そ
の
た
め
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
安
易
な

導
入
は
、
既
存
の
公
共
交

通
機
関
と
の
競
合
の
発
生

が
予
想
さ
れ
、
地
域
公
共

交
通
の
衰
退
に
つ
な
が
る

懸
念
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自

家
用
車
や
運
転
免
許
が
な

い
住
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
向
け
て
、
既
存
の
公

共
交
通
手
段
の
見
直
し
の

み
な
ら
ず
、
現
在
、
実
証

実
験
を
実
施
し
て
い
る
、

江
差
マ
ー
ス
の
本
格
運
行

化
な
ど
、
今
あ
る
地
域
の

輸
送
資
源
を
最
大
限
活
用

し
な
が
ら
、
町
の
交
通
施

策
の
最
適
化
を
図
る
こ
と

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る
。

校
長
会
、
管
内
教
育
委
員

会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

を
行
う
中
で
、
議
員
か
ら

の
提
言
を
含
め
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

ライドシェアとは？
　ライドシェア（ride-sharing）
とは、一般のドライバーが自家
用車を使って顧客を有料で送迎
するサービスで、一般的には ｢
相乗り｣ を意味します。
　海外では市場が拡大していま
すが、日本では有償で人を運送
することは、第二種運転免許を有
する者のみと定められています。
　近年、少子高齢化や過疎化に
よって公共交通機関が廃止・統
合され、交通手段の減少が問題と
なっており、各自治体において、
ライドシェアに対する関心が増
えています。
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内
容
は
、
追
分
会
理
事
会

で
協
議
さ
れ
る
。
追
分
の

次
世
代
継
承
・
魅
力
を
感

じ
る
取
組
を
検
討
す
る
。

教
育
長
通
路
部
分
は
段

差
が
あ
り
、
大
会
中
に
転

ん
だ
方
が
い
る
こ
と
、
控

室
楽
屋
の
カ
ビ
の
臭
い
も

指
摘
を
伺
っ
て
い
る
。

　
江
差
追
分
全
国
大
会
が

来
年
で
60
回
に
な
る
が
、

何
か
特
別
な
企
画
を
考
え

て
い
る
か
。

　
全
国
大
会
物
販
ス
ペ
ー

ス
の
段
差
と
控
室
の
カ
ビ
、

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
雨
漏

り
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
大
会
の
運
営
企
画

問　
江
差
追
分
全
国
大
会
60
回
記
念
の
催
し
は

答　
次
世
代
継
承・魅
力
を
感
じ
る
取
組
検
討

無　
会　
派

議
員

増ま
す
な
が永　

一か
ず
ひ
こ彦

ハ
ー
ド
対
策
ソ
フ
ト
対
策

の
必
要
性
を
示
し
た
。

再
策
定
支
援
業
務
を
委

託
さ
れ
て
い
る
が
、
津
波

対
策
の
結
論
に
つ
い
て
は
、

内
容
が
検
討
ば
か
り
。
半

端
な
計
画
に
高
い
委
託
料

を
払
っ
た
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
基
本
計
画
で
あ
り
、
今

後
設
計
の
方
で
、
津
波
対

策
を
し
っ
か
り
盛
り
込
む

の
で
ご
理
解
を
。

　
財
政
が
厳
し
い
の
で
あ

れ
ば
、
北
の
江
の
島
計
画

は
中
止
す
べ
き
で
は
。

副
町
長
北
の
江
の
島
は

議
員
に
な
る
前
も
含
め
、

積
上
げ
今
日
に
至
る
。
町

は
町
で
財
政
健
全
に
努
力

し
て
い
る
。
ご
理
解
を
。

　
北
の
江
の
島
構
想
施
設

の
津
波
対
応
に
つ
い
て
、

北
の
江
の
島
拠
点
施
設
基

本
計
画
案
で
の
具
体
的
な

津
波
対
策
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
伺
う
。

町
長
基
本
計
画
で
は
津

波
浸
水
に
つ
い
て
２
ペ
ー

ジ
を
使
い
、
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
内
容
を
記
載
。

発
生
が
予
測
さ
れ
る
津
波

対
策
に
関
し
て
、
施
設
の

　
中
期
財
政
運
営
計
画
で

財
政
収
支
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
江
差
町
は
財
政
的

に
豊
か
な
の
か
厳
し
い
の

か
町
長
に
伺
う
。

町
長
今
の
物
価
高
騰
な

ど
、
先
行
き
が
不
透
明
な

社
会
情
勢
、
経
済
情
勢
で

あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
の
認
識
。

再
公
用
車
問
題
、
町
長

出
張
の
問
題
、
質
問
の
原

点
は
そ
こ
に
あ
る
。

　
江
光
ビ
ル
の
跡
地
、
15

年
間
２
千
万
。
町
長
も
一

町
民
と
し
て
返
済
す
る
の

か
伺
う
。

問　
北
の
江
の
島
構
想
施
設
の
津
波
対
策
は

問　
中
期
財
政
運
営
計
画
の
見
通
し
は

る
が
、
再
導
入
し
た
状
況

も
踏
ま
え
、
必
要
性
は
否

定
で
き
な
い
。

再
前
年
度
の
町
長
公
用

車
の
利
用
回
数
は
来
賓
送

迎
含
め
63
回
。
年
間
１
０

０
万
円
は
必
要
経
費
か
。

こ
の
公
用
車
を
い
つ
ま
で

続
け
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長
令
和
８
年
度

ま
で
の
リ
ー
ス
契
約
。
契

約
期
間
中
は
使
用
す
る
。

　
運
転
手
付
町
長
公
用
車

が
令
和
３
年
６
月
か
ら
復

活
し
た
。
必
要
性
を
伺
う
。

町
長
町
長
公
用
車
は
、

平
成
20
年
５
月
か
ら
再
導

入
し
、
現
在
は
会
計
年
度

任
用
職
員
の
業
務
を
調
整

し
運
行
し
て
い
る
。
車
両

は
、
来
賓
送
迎
も
想
定
し
、

現
在
の
ミ
ニ
バ
ン
タ
イ
プ

に
変
更
し
た
。
町
長
公
用

車
を
廃
止
し
た
時
期
も
あ

問　
町
長
公
用
車
の
必
要
性
は

答　
来
賓
の
送
迎
も
含
め
必
要

答　
施
設
の
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
対
策
必
要
性
示
す

答　
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
認
識

増永　一彦議員

再

下
関
市
の
出
張
は
、

会
議
開
始
の
当
日
夕
方
到

着
に
間
に
合
う
と
思
う
が

如
何
か
。

総
務
課
長
日
本
遺
産
に

関
わ
る
重
要
な
会
議
で
、

イ
ベ
ン
ト
は
朝
か
ら
始
ま

り
、
参
加
す
る
た
め
前
日

出
発
と
し
て
い
る
。

　
町
長
の
前
年
度
の
出
張

日
程
の
ほ
と
ん
ど
が
、
何

故
前
日
か
ら
出
張
な
の
か

を
伺
う
。

町
長
出
張
は
36
の
用
務
、

内
前
日
の
出
張
は
10
の
用

務
で
、
当
日
で
は
間
に
合

わ
ず
前
日
に
出
発
し
て
い

る
も
の
。

問　
町
長
出
張
で
前
日
移
動
が
多
い
理
由
は

答　
当
日
出
発
で
は
用
務
に
間
に
合
わ
な
い

　
雨
漏
り
は
、
専
門
業
者

に
確
認
中
。
屋
上
部
分
は

３
か
年
で
改
修
。

再
指
定
管
理
者
と
の
業

務
仕
様
書
に
は
、
雨
漏
り

に
関
し
て
の
記
述
が
な
い
。

万
が
一
の
場
合
、
誰
が
責

任
を
負
う
の
か
。

社
会
教
育
課
長
指
定
管

理
の
仕
様
は
、
全
体
的
な

協
定
を
結
び
、
そ
の
業
務

の
中
で
の
対
応
と
し
て
捉

え
て
い
る
が
、
指
定
管
理

の
方
々
に
負
担
が
出
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
対
策
を

講
じ
進
め
る
。

再
６
台
以
上
不
用
で
は

な
い
か
。
契
約
を
途
中
解

約
し
、
お
金
を
減
ら
す
方

を
選
択
出
来
な
い
か
。

財
政
課
長
必
要
台
数
は
、

以
降
毎
年
度
の
確
認
で
見

直
し
を
図
る
た
め
、
ご
理

解
頂
き
た
い
。

　
リ
ー
ス
契
約
は
概
ね
５

年
間
で
結
ぶ
。
会
社
が
車

両
を
一
度
購
入
し
、
使
用

者
に
貸
し
付
け
る
た
め
、

前
倒
し
で
お
返
し
す
る
と
、

会
社
に
対
し
迷
惑
を
か
け

る
。
信
頼
関
係
で
の
契
約

で
あ
り
途
中
解
約
は
厳
に

慎
む
べ
き
。

　
職
員
の
移
動
に
使
う
車

両
は
、
何
台
あ
れ
ば
足
り

る
の
か
伺
う
。

町
長
公
用
車
の
配
置
台

数
の
見
直
し
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
ま
で
に
６
台
を

削
減
す
る
。
職
員
の
移
動

分
の
車
両
は
、
12
台
配
置

で
支
障
は
な
し
と
判
断
。

問　
職
員
移
動
用
公
用
車
の
必
要
台
数
は

答　
計
画
に
基
づ
き
12
台
配
置
で
充
足

町長及び来客送迎公用車
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て
江
差
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
協
議
す

る
と
と
も
に
、
本
格
運
行

以
降
も
、
運
行
方
針
の
見

直
し
を
考
え
て
い
る
。

　

乗
降
地
点
の
設
定
は
、

交
通
量
が
多
く
駐
停
車
ス

ペ
ー
ス
の
な
い
施
設
は
、

対
象
外
で
整
理
さ
れ
る
。

お
寺
の
追
加
は
、
今
後
実

施
予
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要

性
を
協
議
会
を
中
心
に
協

議
い
た
だ
く
。

け
止
め
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に

関
係
各
部
署
と
連
携
し
、

当
事
者
や
家
族
の
声
を
聞

き
、
相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

再
資
料
よ
り
美
し
い
村

連
合
の
事
業
費
は
約
５
，

４
０
０
万
前
後
。
90
％
程

が
会
合
の
出
席
、
旅
費
、

加
盟
料
。
連
合
の
本
来
の

目
的
、
活
動
は
、
数
年
前

に
町
の
担
当
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
は
、

歴
ま
ち
に
観
光
振
興
が
殆

ど
と
聞
い
た
。
こ
の
９
年

間
、
歴
ま
ち
に
特
化
し
た

事
業
を
し
た
の
か
伺
う
。

追
分
観
光
課
長
美
し
い

村
連
合
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
い
に
し
え
街
道
に
特

化
し
た
も
の
で
は
な
く
、

江
差
追
分
や
姥
神
大
神
宮

渡
御
祭
等
、
全
体
の
地
域

資
源
の
中
で
、
町
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
、
町
民
の

方
々
が
実
施
す
る
こ
と
を

連
動
さ
せ
、
観
光
振
興
や

情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
き
た
経
過

が
あ
る
の
で
ご
理
解
を
。

い
る
。

　
地
域
の
方
々
と
共
に
受

性
化
と
自
立
を
住
民
自
ら

の
手
で
推
進
す
る
こ
と
や
、

景
観
や
環
境
、
伝
統
文
化

を
守
り
活
用
し
、
観
光
的

付
加
価
値
を
高
め
、
地
域

資
源
の
保
護
と
経
済
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

当
町
が
加
盟
登
録
と

な
っ
た
地
域
資
源
は
、
い

に
し
え
街
道
、
江
差
追
分
、

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
。
町

民
自
ら
が
地
域
の
美
化
活

動
や
伝
統
文
化
を
守
る
活

動
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
た

も
の
。
引
き
続
き
活
動
を

通
じ
、
将
来
に
渡
る
美
し

い
地
域
づ
く
り
を
町
民
と

と
も
に
取
組
ん
で
い
く
た

め
中
止
の
考
え
は
な
い
。

　
日
本
遺
産
事
業
に
つ
い

て
は
、
先
日
の
議
会
全
員

協
議
会
で
も
報
告
の
と
お

り
、
再
審
査
の
評
価
を
受

け
、
こ
の
間
、
再
認
定
に

向
け
取
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
、
文
化
庁
よ
り
認
定
継

続
の
決
定
を
受
け
た
た
め
、

中
止
の
考
え
は
な
い
。

　
ひ
き
こ
も
り
が
長
引
き
、

80
代
の
高
齢
の
親
と
50
代

の
子
供
が
生
活
に
困
窮
す

る
８
０
５
０
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
。
病
気
や

介
護
等
で
共
倒
れ
と
な
る

事
も
あ
り
、
原
因
は
様
々

だ
が
、
相
談
も
出
来
ず
孤

立
し
、
情
報
も
得
が
た
い

当
事
者
へ
の
対
応
な
ど
、

町
の
実
態
は
。

町
長
８
０
５
０
問
題
に

該
当
す
る
世
帯
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
に
把

握
出
来
て
い
な
い
が
、
地

域
よ
り
情
報
提
供
が
入
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
複
雑

な
経
過
や
事
情
も
抱
え
て

い
る
案
件
も
あ
り
、
関
係

部
署
と
の
連
携
を
図
り
、

寄
り
添
う
支
援
を
行
っ
て

　
照
井
町
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
伺
う
。

　
町
長
専
用
公
用
車
に
つ

い
て
は
、
重
複
す
る
質
問

が
あ
り
、
取
り
下
げ
る
。

　
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
事
業
は
、
来
年
か
ら

中
止
す
べ
き
と
考
え
る
。

代
わ
り
に
ま
ち
の
市
街
地

や
海
・
山
・
川
等
を
綺
麗

す
る
事
業
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

　
日
本
遺
産
認
定
継
続
が

決
ま
っ
た
が
、
こ
の
事
業

を
来
年
か
ら
中
止
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

町
長
日
本
で
最
も
美
し

い
村
連
合
の
活
動
は
、
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、
将
来

に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域

づ
く
り
を
行
い
、
地
域
活

問　
８
０
５
０
問
題
に
つ
い
て
実
態
は

問　
日
本
遺
産
事
業
を
中
止
す
べ
き

答　
該
当
世
帯
は
具
体
的
に
把
握
出
来
て
い
な
い

答　
事
業
を
中
止
す
る
考
え
は
な
い

無　
会　
派

無　
会　
派

議
員

議
員

小こ
う
め梅　

洋ひ
ろ
こ子

田た
ば
た畑　

豊と
よ
と
し利

　
現
在
、
江
差
マ
ー
ス
の

実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
運
行
日
が
平
日
に

限
ら
れ
る
。
ま
ち
や
学
校

の
行
事
な
ど
、
土
日
祝
日

の
行
事
が
年
間
で
も
多
く
、

買
物
や
通
院
の
み
な
ら
ず

社
会
参
加
で
外
出
が
増
え

れ
ば
、
高
齢
者
も
マ
ー
ス

事
業
も
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
如
何
か
。

　
マ
ー
ス
乗
降
地
点
で
お

寺
の
追
加
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。
高
い
、
離
れ
た
場

所
が
多
く
難
儀
で
あ
る
。

町
長
土
日
祝
日
は
、
町

内
行
事
な
ど
に
よ
る
外
出

機
会
が
一
定
数
あ
る
こ
と

は
承
知
す
る
が
、
全
て
の

移
動
ニ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
実

証
実
験
結
果
を
踏
ま
え
、

本
格
運
行
の
方
針
に
つ
い

問　
休
祝
日
の
江
差
マ
ー
ス
活
用
は

答　
全
て
の
ニ
ー
ズ
対
応
は
難
し
い
が
考
慮

小梅　洋子議員

田畑　豊利議員

日本遺産認定証

江差マース実証実験の様子

を
紹
介
し
、
積
極
的
に
意

識
付
け
し
て
い
き
た
い
。

江差町議会だより 12

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会



て
は
、
開
休
館
日
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
含
め
た

人
員
体
制
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
運
営
等
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
る
。

　
備
品
に
つ
い
て
、
10
月

下
旬
に
高
校
生
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
た
他
、

利
用
が
想
定
さ
れ
る
団
体

か
ら
意
見
も
伺
っ
た
。

　
中
高
生
が
自
由
な
発
想

で
使
用
で
き
る
空
間
と
な

る
様
、
備
品
等
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

再
賑
わ
い
を
大
き
く
す

る
に
は
、
６
月
オ
ー
プ
ン

は
本
当
に
時
間
が
な
い
。

　
高
校
生
へ
施
設
に
つ
い

て
聞
い
た
が
、
誰
も
知
ら

な
い
状
況
。
中
高
生
の
意

見
反
映
を
も
っ
と
積
極
的

に
実
施
す
べ
き
。
シ
ェ
ア

ス
ペ
ー
ス
を
多
く
の
中
高

生
が
使
う
た
め
、
工
夫
が

必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
地
域
と
の
意
見
交
換
や

協
議
の
場
を
も
つ
こ
と
は

に
つ
い
て
若
干
遅
れ
て
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
基
本

　
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
活
用

拠
点
施
設
オ
ー
プ
ン
の
日

程
は
い
つ
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　

実
質
的
な
問
題
だ
が
、

管
理
運
営
、
ど
の
よ
う
な

体
制
を
現
時
点
で
考
え
て

い
る
か
。

　
利
用
者
の
使
い
勝
手
の

良
い
備
品
を
ど
う
検
討
し

て
き
た
か
。

　
２
階
の
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー

ス
の
使
い
方
は
、
中
高
生

の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
論

議
さ
れ
て
き
た
か
。
備
品

整
備
や
ど
う
い
う
運
営
を

検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

町
長
オ
ー
プ
ン
の
日
程

は
、
準
備
を
考
え
来
年
６

月
中
を
想
定
し
て
い
る
。

　
管
理
運
営
体
制
に
つ
い

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し
の
開
始
は

答　
準
備
期
間
含
め
６
月
中
を
想
定

日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺　
真ま

こ
と

　
こ
の
間
、
全
国
で
発
生

し
た
様
々
な
事
案
を
踏
ま

え
、
次
期
計
画
指
針
が
示

さ
れ
、
江
差
町
も
そ
れ
に

基
づ
き
な
が
ら
の
計
画
づ

く
り
と
な
る
。

再
意
思
決
定
支
援
に
つ

い
て
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
く
の
か
、
協
議
会
の
中

で
も
検
討
し
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
意
思
決

定
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

に
基
づ
き
、
対
応
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
次
期

計
画
で
対
応
出
来
る
よ
う

な
内
容
に
盛
り
込
み
協
議

を
進
め
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
町
で
も
、
地

域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援

に
具
体
に
か
か
わ
る
実
践

的
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
次
期
計
画
の
中
で
検

討
を
。

町
長
保
険
料
の
見
込
み

は
現
在
精
査
中
。

　
買
い
物
支
援
提
供
体
制

の
構
築
を
推
進
す
る
。
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
実
践
も
次
期
計
画

で
検
討
す
る
。

反
映
す
る
事
が
必
要
で
は

な
い
か
伺
う
。

町
長
江
差
町
に
お
い
て

は
、
去
る
12
月
４
日
に
第

２
回
協
議
会
を
開
催
し
、

道
の
素
案
を
踏
ま
え
た
上

で
、
江
差
町
に
お
け
る
次

期
計
画
の
骨
格
案
に
つ
い

て
協
議
を
し
た
と
こ
ろ
。

　
次
期
計
画
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
意
思
決
定
支
援
の

あ
り
方
を
ど
う
盛
り
込
む

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

共
通
認
識
を
持
ち
、
協
議

が
進
め
て
い
る
が
、
制
度

上
の
問
題
や
支
援
体
制
の

部
分
で
課
題
が
あ
る
。

　
江
差
町
が
掲
げ
る
不
幸

ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
、
一

体
と
な
っ
て
対
応
す
る
た

的
な
部
分
や
、
ま
ち
の
方

向
性
を
意
見
交
換
す
る
。

　
高
校
生
と
の
機
会
に
つ

い
て
は
、
江
差
高
校
生
１

～
３
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
で

終
わ
ら
ず
、
今
後
も
機
会

を
設
け
て
い
く
。

　
徐
々
に
建
物
の
姿
が
見

え
つ
つ
あ
り
、
広
報
等
で

施
設
の
目
的
や
使
い
勝
手

を
紹
介
し
、
積
極
的
に
意

識
付
け
し
て
い
き
た
い
。

め
の
体
制
づ
く
り
な
ど
、

江
差
町
の
実
情
に
即
し
、

計
画
に
盛
り
込
む
か
協
議

が
進
め
ら
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
来
年
３
月
上
旬

を
目
途
に
、
最
終
的
な
計

画
策
定
案
が
町
に
提
出
さ

れ
る
予
定
。

　
あ
す
な
ろ
福
祉
会
に
関

わ
る
過
去
の
事
案
は
、
各

種
法
令
に
基
づ
く
関
係
機

関
連
携
の
も
と
、
発
生
事

案
の
現
地
調
査
が
実
施
さ

れ
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
へ
の
指
導
監
督
権

限
を
有
す
る
北
海
道
に
お

い
て
、
改
善
指
導
が
行
わ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
。

　
介
護
保
険
料
の
今
の
見

込
み
は
。

　
買
物
支
援
の
要
望
が
切

実
で
あ
る
。
無
償
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
で
試
行
的

に
実
施
し
て
い
る
が
、
要

望
に
対
し
、
無
償
で
は
限

界
が
あ
る
。
次
期
計
画
で
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

込
む
な
ど
、
買
い
物
支
援

を
進
め
る
こ
と
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
実
践
も
、
各

地
で
多
面
的
に
取
り
組
ま

　
あ
す
な
ろ
福
祉
会
と
の

関
連
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
道
の
審
議
会
で
も
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
の

結
婚
等
に
係
る
意
思
決
定

支
援
が
論
議
さ
れ
て
い
る

が
、
江
差
町
で
は
如
何
か
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に

お
い
て
は
、
障
害
者
が
ど

こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
選

択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る

旨
を
規
定
し
、
指
定
事
業

者
や
指
定
相
談
支
援
事
業

者
に
対
し
、
意
思
決
定
支

援
を
重
要
な
取
組
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。
０
歳

児
遺
棄
事
件
や
不
妊
処
置

問
題
に
つ
い
て
、
背
景
に

ど
ん
な
課
題
や
問
題
が

あ
っ
た
の
か
論
議
し
、
必

要
な
改
善
を
求
め
計
画
に

問　
次
期
介
護
計
画
で
買
物
支
援
の
構
築
を

問　
過
去
の
事
案
に
対
す
る
改
善
は

答　
協
議
し
な
が
ら
体
制
の
構
築
を
推
進

答　
指
導
監
督
権
限
持
つ
道
が
指
導

小野寺　真議員

現在のコミュニティプラザ
えさし建設工事の様子
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田畑豊利議員に対する問責決議
　田畑豊利議員は、江差町議会が行政の監視機能を果たしていないとして、「江差町議会の解散請求」の手続きを令和５
年１１月２２日に行ったものであるが、地方自治法には議会議員選挙から１年間は解散請求をすることができないとの規
定があり、結果として不受理となったところである。
　これらの行動は個人の自由ではあり、決して非難するものではないが、当事者たる議会並びに他の議員は、どのような
理由によりこのような行動に至ったのかを知る必要があり、新聞報道だけでは真意が不明なため、議会運営委員会として
議長に対し、議会解散請求に係る提出書類の写しの交付を要請したものである。
　江差町選挙管理委員会から提供を受けた書類を見るに、その要旨において「江差町には議会がありません」などの虚偽
の記述や、「町長の傀儡物」「イエスマン集団」「ものをいう議員はゼロ」など、議会並びに他の現職議員を侮辱するよう
な文言が記述されていたものである。
　また、令和５年１２月５日開催の議会全員協議会において、議会解散請求の要旨における記述内容の真意を田畑議員に
対し直接確認したところだが、その際、「コミュニティプラザの建築に皆さんで揃って反対して貰いたい。反対しないと
言う事は、何回も言いますけど、照井誉之介町長の傀儡そのものだと私は思っています。」という発言をし、その後にお
いても４度の「傀儡」発言を行ったものである。
　コミュニティプラザについては、この間、議会において様々な論議を経て決定されたところであり、議会制民主主義を
守る観点からも、議会の決定は尊重されなければならないものであり、議員という立場にありながら、事実に基づかない
虚偽の記述や議会並びに他の議員を侮辱する文言の記述、自分の意に沿わない者は排除するかのような言動・行動は、議
会の品位や名誉を傷つける行為であり、議員としての職責、責任の重さを認識しているとは思えないものである。
　田畑議員には、今後、資質の向上に努めるとともに、根拠のない記述や発言は厳に慎むべきであると言わざるを得ない。
　よって、江差町議会として、田畑豊利議員に対し、その責任を真摯に受け止め、自覚と責任ある行動をするよう猛省を
強く求める。
　以上、決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年１２月１３日

江　差　町　議　会　　

第４回江差町議会定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

継続調査中！継続調査中！意 見 書 を 提 出
　１２月定例会では２件の意見書を提出し、
全て可決、関係行政機関へ送付しました。
《可決》
◆刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正

を求める意見書の提出について
◆年金制度における外国人への脱退一時金

の是正を求める意見書の提出について

総務産業常任委員会
『地域公共交通に関する事務調査』

社会文教常任委員会
『親子で楽しめる健康的な空間づくりに

関する事務調査』

議　　　件　　　名

増
永　
一
彦

大
門　
和
幸

田
畑　
豊
利

出
﨑　
太
郎

西
海
谷　
望

小
梅　
洋
子

室
井　
正
行

小
野
寺　
真

飯
田　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本　
　
眞

採決
結果

議案第１号 江差町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第２号 江差町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第３号 江差町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第４号 江差町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第７号 江差町公営企業職員の給与に関する条例の制定について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
議案第８号 江差町公共下水道事業特別会計条例を廃止する条例について × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書の提出
について 〇 〇 欠 〇 × 〇 退 〇 〇 〇 〇 可決

発議第２号 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書
の提出について 〇 〇 欠 × × 〇 退 〇 〇 〇 〇 可決

（凡例　　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席、早退　　退：一時退席、離席）

　１２月定例会において、議会運営委員会提案により、１件の決議が提出され、原案可決されました。
決　　議
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　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。
　議会だよりへの掲載は、紙面の都合上、一
部省略しております。詳しくはHPにてご確
認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

　
10
月
24
日
に
第
６
回
臨
時
会
が
行

な
わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

臨　
時　
会

　
【
第
６
回
臨
時
会
】　　
　
　
　
　

◎
補
正
予
算

◇
町
内
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

実
施
設
計
委
託

 

９
９
２
万
４
千
円

全
員
協
議
会

　
10
月
24
日
及
び
12
月
５
日
に
開
催
し

た
全
員
協
議
会
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
10
月
24
日
】

◇
投
票
日
当
日
の
投
票
終
了
時
間
の
繰

り
上
げ
に
つ
い
て

　
江
差
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

当
日
の
投
票
、
期
日
前
投
票
の
普
及
、

管
内
投
票
所
状
況
等
を
勘
案
し
、
当
日

の
投
票
終
了
時
刻
を
繰
上
げ
る
方
針
を

決
定
し
た
。

　
次
期
、
国
政
選
挙
決
定
後
に
開
催
さ

れ
る
委
員
会
に
て
、
繰
上
げ
時
間
を
決

定
す
る
。

◇
北
の
江
の
島
拠
点
施
設
整
備
基
本
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
２
月

20
日
開
催
の
議
会
全
員
協
議
会
で
、
そ

の
素
案
を
提
案
し
た
が
、
今
般
、
基
本

計
画
案
が
完
成
し
た
。

　
策
定
済
み
の
拠
点
施
設
整
備
基
本
構

想
を
踏
ま
え
、
今
後
発
注
す
る
民
間
活

力
導
入
調
査
と
基
本
設
計
に
つ
な
げ
る

と
い
う
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
中

心
と
し
、
第
１
章
か
ら
第
10
章
ま
で
の

構
成
で
ま
と
め
て
い
る
。
要
点
を
絞
り

説
明
。

◇
そ
の
他　
町
長
報
告

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
で
も
報
道
さ
れ
て
い

る
、
９
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

２
０
２
３
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
江
差
町

の
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
北
海
道
産
で
は

な
い
中
国
産
の
ア
ワ
ビ
が
混
在
し
、
一

部
販
売
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
経
過
を

報
告
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　
販
売
し
た
ハ
ー
ベ
ス
ト
江
差
に
関
し

て
は
、
町
が
関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

今
後
一
切
出
店
さ
せ
な
い
。

　
次
年
度
以
降
、
当
面
の
間
江
差
町
は
、

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
に
出
店
し
な
い
考

え
で
あ
る
。

【
12
月
５
日
】

◇
国
道
２
２
８
号
か
も
め
島
入
り
口
交

差
点
の
改
良
に
つ
い
て

　
現
在
の
か
も
め
島
入
り
口
交
差
点
の

周
辺
に
は
、
複
数
の
道
路
が
交
差
し
て

お
り
、
今
後
整
備
を
予
定
し
て
い
る

北
の
江
の
島
拠
点
施
設
へ
の
交
通
量
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
函
館

開
発
建
設
部
に
よ
る
事
故
危
険
区
間
の

解
消
と
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

◇
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
予
算
化

に
伴
い
、
低
所
得
世
帯
（
令
和
５
年
度

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
、
１

世
帯
あ
た
り
７
万
円
の
支
給
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

課
税
世
帯
に
対
し
、「
エ
エ
町
江
差
み

ん
な
の
商
品
券
」
を
１
人
あ
た
り
７
千

円
分
配
布
す
る
。

◇
日
本
遺
産
再
審
査
結
果
に
つ
い
て

　

文
化
庁
よ
り
、
12
月
１
日
付
け
で
、

条
件
付
だ
が
、
認
定
継
続
と
な
っ
た
旨
、

正
式
通
知
が
あ
っ
た
。

　

改
め
て
当
町
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
る
「
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ

く
街
」
を
題
材
に
し
た
街
づ
く
り
を
進

め
、
３
年
後
再
び
認
定
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

◇
そ
の
他　
町
長
報
告

　
10
月
24
日
の
全
員
協
議
会
で
報
告
し

た
、
札
幌
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
に
お
け

る
外
国
産
ア
ワ
ビ
混
入
事
案
の
そ
の
後

の
経
過
と
対
応
に
つ
い
て
。

❶
10
月
30
日
に
出
店
事
業
者
で
あ
る
北

海
道
ハ
ー
ベ
ス
ト
江
差
の
村
上
代
表
が

来
庁
し
、
江
差
町
に
対
し
て
の
謝
罪
が

あ
っ
た
。

❷
販
売
し
た
３
０
０
個
の
内
、
中
国
産

を
除
い
た
２
８
５
個
が
檜
山
産
ア
ワ
ビ

で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
て
き
た
が
、

確
認
が
困
難
で
あ
っ
た
。

❸
町
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
中
国
産

ア
ワ
ビ
を
購
入
し
た
方
へ
返
金
に
応
じ

る
意
向
を
示
し
た
。
事
業
者
の
対
応
窓

口
は
町
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
た
。

◇
そ
の
他　
議
会
運
営
委
員
長
発
言

　
11
月
21
日
、
田
畑
豊
利
議
員
よ
り
行

政
の
監
視
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と

し
て
、
町
議
会
の
解
散
請
求
手
続
き
を

行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
室
井
議
会
運

営
委
員
長
よ
り
本
人
に
対
し
、
趣
旨
説

明
を
求
め
た
。

※
経
過
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

会
だ
よ
り
Ｐ
14
『
田
畑
豊
利
議
員
に
対

す
る
問
責
決
議
』
を
参
照

「北の江の島」拠点施設
整備基本計画（案）

　

江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することができます。皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は３３月月です。です。日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。

江差町議会だより15

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会
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江
差

町
議

会
だ

よ
り

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆議会広報特別委員会
◆檜山議長会臨時会（議長）
◆令和５年度道南林活議連研修会
　（木古内町）※議員４名出席
◆総務産業常任委員会
◆令和４年度各会計決算審査特別委員会
◆議会広報特別委員会（12日）
◆令和５年度渡島・檜山管内市町議会
　議長研修会（北斗市）※議員４名出席
◆檜山広域行政組合議会第２回定例会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆社会文教常任委員会
◆議会広報特別委員会
◆議会運営委員会　◆議会全員協議会
◆第６回臨時会　　◆社会文教常任委員会

◆社会文教常任委員会
◆東京江差会総会（川崎市）（議長）
◆東近江市との地域連携協定調印式（議長）
◆議会運営委員会

◆議会運営委員会　　◆議会全員協議会
◆第４回議会定例会　◆議会運営委員会
◆議会広報特別委員会
◆檜山広域行政組合議会運営委員会
　（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第３回定例会
　（小野寺議員、出﨑議員）
◆南部桧山衛生処理組合議会第２回定例会
　（西海谷議員、大門議員）

10月２日
10月４日
10月５日

10月６日
10月10日
　～12日
10月16日

10月17日

10月19日
10月24日

11月22日
11月26日
11月27日

12月５日
12月13日
12月20日

12月26日

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 5 年 10 月 1 日から 12 月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員
小
野
寺　
真

出
﨑　
太
郎

打
越
東
亜
夫

増
永　
一
彦

塚
本　
　
眞

大
門　
和
幸

西
海
谷　
望

飯
田　
隆
一

室
井　
正
行

小
梅　
洋
子

田
畑　
豊
利

萩
原　
　
徹

第 6 回 臨 時 会 10月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○
第 4 回 定 例 会 12月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全 員 協 議 会 10月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○

12月 5日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○ ○ ○
総務産業常任委員会 10月 6日 ○ ○ ○ ○ ○

社会文教常任委員会
10月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻
10月24日 ○ ○ ○ ❻ ○ ○
11月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻

決算審査特別委員会
10月10日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月11日 ○ ○ ❻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月12日 ○ ○ ❻ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
10月 2日 ○ ○ ○ ❻ ❻
10月12日 ○ ○ ○ ○ ○
10月19日 ○ ○ ○ ○ ○
12月20日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会
10月24日 ○ ○ ○ ○ ❻ ○
11月27日 ○ ❻ ○ ○ ○ ▲
12月 5日 ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○
12月13日 ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1 傷病・2 出産・3 育児・4 看護・5 介護・6 私用）

☆　ぺったんぺったんたのしいね！
　令和６年１月１２日
　日明保育園で餅つき
大会が行われました。
　餅つき前に、蒸かし
たもち米を食べて普段
とのお米との違いを学
び、その後、江差餅つ
き囃子の音に合わせ園
児全員でお餅をつきあ
げました。
　つきあがったお餅は
３時のおやつに「きな
粉餅」にして食べまし
た。

今 号 の 表 紙

（撮影者：増永　一彦　議会広報特別委員会委員）

　元日に発生した大地震は、友好都市の石川県珠洲
市においても多大な被害をもたらしました。
　被災された皆さまに心からお見舞いを申し上げる
とともに、一日も早い復興を願い、議会としても町
と一体となって支援に取り組む所存です。
　１月17日、江差町議会議員会において、合計24
万円の義援金を贈ることを決定しました。

能登半島大地震への復興支援


